
後期 Ⅰ 期 水 曜日

１.スクーリング

10 月 11 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 24 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

10 月 24 日 火 曜日 １７時まで 6

10 月 25 日 水 曜日 3 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

SC受講態度及び提出物

第2回 〇 〇
情報をまとめる

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 福原　愛 単位数 2

科目名 国語表現 教科書 国語表現（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容
登校 オンライン

第１回 〇
情報の探し方

内容・評価 本による情報収集の方法
を紹介する

内容・評価 情報を整理して文章にま
とめる方法を紹介する

SC受講態度及び提出物

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第１回 NHK視聴
現代の国語　第２回

「この説明で分かりますか？」

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト



後期 Ⅰ 期 水 曜日

１.スクーリング

10 月 11 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

10 月 24 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

10 月 24 日 火 曜日 １７時まで 6

10 月 25 日 水 曜日 4 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 福原　愛 単位数 2

科目名 論理国語ｂ 教科書 新編論理国語（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容
登校 オンライン

第１回 〇
評論文
「ホンモノのおカネの作り方」

内容・評価 評論文を読み、ホンモノと
ニセモノの違いについて
理解する

SC受講態度及び提出物

第2回 〇 〇
評論文「最初のペンギン」

内容・評価 評論文を読み、最初のペ
ンギンの意味と、創造の
繋がりについて考える

SC受講態度及び提出物

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第１回
教科書授業

インターネット講座
Ⅱ部　１　時代をひらく
「最初のペンギン」

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ ・ Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

1 時間目

評価：

11 月 29 日 水 曜日

2 時間目

評価：

12 月 6 日 水 曜日

1 時間目

評価：

2単位数浦谷

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 １７．未来形
１９．動名詞

内容・評価

SC受講態度・レポート・テスト

過去進行形の肯定文・否
定文・疑問文を理解す
る。

ベーシック英語b

担当者

教科書 東京書籍 ラスパ

開講期

第１回 〇

内容

１６．過去進行形

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価
不定詞の名詞的用法，形
容詞的用法，副詞的用法
について理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

内容・評価 未来形 will, be going
to…を理解する。
動名詞（動詞のing形）
「～すること」を理解す
る。

SC受講態度・レポート・テスト

第3回 〇 〇 ２０．不定詞①
２１．不定詞②



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
12 月 6 日 水 曜日

2 時間目

評価：

1 月 17 日 水 曜日

1 時間目

評価：

1 月 17 日 水 曜日

2 時間目

評価：

1 月 24 日 水 曜日

1 時間目

評価：

1 月 24 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

第4回 〇 〇 ２３．接続詞

内容・評価
There is（are)～　「…
があります（います）」の
表現を理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第6回 〇 ２６．比較①
２７．比較②

内容・評価
接続詞(if, when,
because)について理解
する。

SC受講態度・レポート・テスト

第5回 〇 ２４．There is（are)～

内容・評価

受け身の肯定文・否定
文・疑問文を理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第8回 〇 〇 ３２．関係代名詞

内容・評価 ・比較級「～よりも…」
  …er than ～
・more …　than ～
  について理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第7回 〇 〇 ２９．受け身①
３０．受け身②

内容・評価
関係代名詞(who,
which, that)の使い分
けについて理解する。

SC受講態度・レポート・テスト



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

1 月 30 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 6

1 月 31 日 水 曜日 2時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

持ち込み

枚数

無

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

科目の先生に相談

２８．「いちばん！」って伝えたい

２７．比べてみよう

１９．行動を詳しく伝えたい

１８．未来を語ろう！

NHK視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回

第２回

第3回

第4回

第1～4回

放送タイトル

NHK視聴

教科書視聴

8 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

ス ク ーリ ング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅱ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 28 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 28 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

11 月 17 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 17 日 金 曜日 １７時まで 6

11 月 18 日 水 曜日 4 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第１回 NHK視聴 言語文化　第二回「児のそら寝」

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

内容・評価 文章を読み、目標のため
に出来ることについて考
える

SC受講態度及び提出物

登校 オンライン

第１回 〇
漢文の基本について

内容・評価 評論文を読み、未来と想
像力の関係性について考
える

SC受講態度及び提出物

第2回 〇 〇
古文「児のそら寝」

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 福原　愛 単位数 2

科目名 言語文化 教科書 新編言語文化（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容



後期 Ⅱ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 1 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

11 月 8 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

11 月 14 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 14 日 火 曜日 １７時まで 6

11 月 15 日 水 曜日 4 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 福原　愛 単位数 2

科目名 国語総合b 教科書 新編国語総合（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容
登校 オンライン

第１回 〇
漢文（訓読の基本）

内容・評価 漢文（訓読の基本）を学
び、親しむ。

SC受講態度及び提出物

第2回 〇 〇
古文「雪のおもしろう降りたりし
朝」

内容・評価 古文を学び、読解する。

SC受講態度及び提出物

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第１回 NHK視聴
国語総合　29回

「雪のおもしろう降りたりし朝」

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 12 日 火 曜日 １７時まで 6

12 月 13 日 水 曜日 3 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第１回 NHK視聴 第３１回　比喩表現

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

内容・評価 故事成語の意味を理解
し、使いこなせるようにな
る

SC受講態度及び提出物

登校 オンライン

第１回 〇
27　修飾語を使いこなそう

内容・評価 文法を理解し、使いこな
せるようになる

SC受講態度及び提出物

第2回 〇 〇
32　故事成語を覚えよう

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 福原　愛 単位数 2

科目名 ベーシック国語ｂ 教科書 ラスパ　ベーシック32（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容



後期 Ⅲ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

12 月 8 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 8 日 金 曜日 １７時まで 6

12 月 9 日 土 曜日 4 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

SC受講態度及び提出物

第2回 〇 〇
32　故事成語を覚えよう

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 福原　愛 単位数 2

科目名 ベーシック国語ｂ 教科書 ラスパ　ベーシック32（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容
登校 オンライン

第１回 〇
27　修飾語を使いこなそう

内容・評価 文法を理解し、使いこな
せるようになる

内容・評価 故事成語の意味を理解
し、使いこなせるようにな
る

SC受講態度及び提出物

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第１回 NHK視聴 第３１回　比喩表現

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト



後期 Ⅲ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

12 月 8 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 8 日 金 曜日 １７時まで 6

12 月 9 日 土 曜日 3 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第１回 NHK視聴
現代文　21回　短歌と俳句（2）

俳句

SC受講態度及び提出物

内容・評価 小説「こころ」の概要を説
明し、理解する

SC受講態度及び提出物

第2回 〇 〇
春雷（俳句）

内容・評価 故事成語の意味を理解
し、使いこなせるようにな
る

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容
登校 オンライン

第１回 〇
小説「こころ」

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 福原　愛 単位数 2

科目名 現代文Bｂ 教科書 新編現代文B（東京書籍）



1 期 水 曜日

１.スクーリング

10 月 11 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

10 月 24 日 火 曜日

時まで

２.レポート・テスト

10 月 24 日 火 曜日 １７時まで 6

10 月 25 日 水 曜日 4 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期

第１回 〇
東アジア世界

科目名 世界史A 教科書 世界史A（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 世界史Aの教科書を使いな
がら、板書内容をパワーポ
イントでスクリーンに映しな
がら授業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 受講要項の配布。世界史Aの
教科書を使いながら、板書内
容をパワーポイントでスクリー
ンに映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇 〇
中華帝国の繁栄と東アジア

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第回 NHK視聴 世界史への招待

第　回 NHK視聴

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



前期 Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

1 月 17 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

1 月 30 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 6

1 月 31 日 水 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

第１回 〇
世界的視野から見た自然環境と文化

科目名 地理A 教科書 地理A（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 地理Aの教科書を使いなが
ら、板書内容をパワーポイン
トでスクリーンに映しながら
授業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 受講要項、レポートの配布。地
理Aの教科書を使いながら、板
書内容をパワーポイントでスク
リーンに映しながら授業を行
う。

レポート、テスト

第2回 〇 〇
東アジアの生活・文化と環境

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 何がグローバル化しているの？

第　回 NHK視聴

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

1 月 20 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

2 月 2 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

2 月 2 日 金 曜日 １７時まで 6

2 月 3 日 土 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 何がグローバル化しているの？

第　回 NHK視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

内容・評価 地理Aの教科書を使いなが
ら、板書内容をパワーポイン
トでスクリーンに映しながら
授業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 受講要項配布。レポートの配
布。地理Aの教科書を使いな
がら、パワーポイントでスクリー
ンに映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇 〇
東アジアの生活・文化と環境

第１回 〇
世界的視野から見た自然環境と文化

科目名 地理A 教科書 地理A（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期



前期 Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

1 月 20 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

2 月 2 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

2 月 2 日 金 曜日 １７時まで 6

2 月 3 日 土 曜日 6 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

第１回 〇
公共の時間の学習の進め方について。
公共的な空間について。

科目名 公共 教科書 公共（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 公共の教科書を使いなが
ら、板書内容をパワーポイン
トでスクリーンに映しながら
授業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 受講要項、放送視聴レポー
トの配布。公共の教科書を
使いながら、板書内容をパ
ワーポイントでスクリーンに
映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇 〇
民主政治と私たち

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 民主政治と政治参加(1)

第　回 NHK視聴

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

1 月 17 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

1 月 30 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 6

1 月 31 日 水 曜日 6 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 キリスト教～神の愛に生きる～

第　回 NHK視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

内容・評価 板書内容をパワーポイント
でスクリーンに映しながら授
業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 受講要項配布、放送視聴レ
ポートの配布。板書内容を
パワーポイントでスクリーン
に映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇 〇
人間としての自覚

第１回 〇
倫理の時間の学習の進め方について。
青年期の課題と自己形成について。

科目名 倫理 教科書 倫理（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期



Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

1 月 20 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

2 月 2 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

2 月 2 日 金 曜日 １７時まで 6

2 月 3 日 土 曜日 1 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 キリスト教～神の愛に生きる～

第　回 NHK視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

内容・評価 板書内容をパワーポイント
でスクリーンに映しながら授
業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 受講要項配布、放送視聴レ
ポートの配布。板書内容を
パワーポイントでスクリーン
に映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇 〇
人間としての自覚

第１回 〇
倫理の学習の進め方について。
青年期の課題と自己形成

科目名 倫理 教科書 倫理（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期



Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

1 月 17 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

1 月 30 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 6

1 月 31 日 水 曜日 3 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期

第１回 〇
歴史総合の学習の進め方について。
18世紀のアジア

科目名 歴史総合 教科書 歴史総合（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 板書内容をパワーポイント
でスクリーンに映しながら授
業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 受講要項配布、放送視聴レ
ポートの配布。板書内容を
パワーポイントでスクリーン
に映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇 〇
18世紀のアジア２

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 １８世紀のアジア

第　回 NHK視聴

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

1 月 20 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

2 月 2 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

2 月 2 日 火 曜日 １７時まで 6

2 月 3 日 水 曜日 3 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期

第１回 〇
歴史総合の学習の進め方について。
18世紀のアジア

科目名 歴史総合 教科書 歴史総合（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 板書内容をパワーポイント
でスクリーンに映しながら授
業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 受講要項配布、放送視聴レ
ポートの配布。板書内容を
パワーポイントでスクリーン
に映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇 〇
18世紀のアジア２

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 １８世紀のアジア

第　回 NHK視聴

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



前期 Ⅰ 期 水 曜日

１.スクーリング

10 月 11 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 24 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

10 月 24 日 火 曜日 １７時まで 6

10 月 25 日 水 曜日 3 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テスト 持ち込み 不可
テスト範囲（レポート第1回～第6回）

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

第　回

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

第　回

NHK視聴 第8回　連立方程式を知る第１回

第　回

第　回

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

内容・評価 ・パワーポイント教材を使い
単元の内容を説明

SC受講態度及び提出物

内容・評価 ・受講要項を用い、学習の
進め方を説明。
・レポートの配布。
・パワーポイント教材を使い
単元の内容を説明

SC受講態度

第2回 〇
・1次方程式

・連立方程式

第１回 〇

科目名 ベーシック数学ｂ 教科書 ラスパ－べーシック32－数学

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

・文字式のきまり

・文字式の計算

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 西田良憲 単位数 2

登校 オンライン



前期 Ⅰ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 7 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

10 月 14 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

10 月 20 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

10 月 20 日 金 曜日 １７時まで 6

10 月 21 日 土 曜日 4 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

持ち込み 不可テスト
テスト範囲（レポート第1回～第6回）

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

第　回

第　回

NHK視聴 第8回　連立方程式を知る第１回

第　回

第　回

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

内容・評価 ・パワーポイント教材を使い
単元の内容を説明

SC受講態度及び提出物

内容・評価 ・受講要項を用い、学習の
進め方を説明。
・レポートの配布。
・パワーポイント教材を使い
単元の内容を説明

SC受講態度

第2回 〇
・1次方程式

・連立方程式

第１回 〇

科目名 ベーシック数学ｂ 教科書 ラスパ－べーシック32－数学

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

・文字式のきまり

・文字式の計算

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 西田良憲 単位数 2

登校 オンライン



前期 Ⅲ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

12 月 12 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 12 日 火 曜日 １７時まで 6

12 月 13 日 水 曜日 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

NHK視聴

2 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

スクーリング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

持ち込み

枚数

不可

全 枚

テスト
テスト範囲（レポート第1,2,4,6回）

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

視聴時担当の先生に相談

第22回　鋭角の三角比の定義

教科書視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回

第　回

第　回

第　回

第　回

放送タイトル

NHK視聴

日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 ・パワーポイント教材を使い
単元の内容を説明

SC受講態度

2単位数西田良憲

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 〇
・データの分析

内容・評価

SC受講態度

・受講要項を用い、学習の
進め方を説明。
・レポートの配布。
・パワーポイント教材を使い
単元の内容を説明

数学Ⅰｂ(新）

担当者

教科書 新数学Ⅰ

開講期

第１回 〇

内容

・鋭角の三角比（サイン、コサイ
ン、タンジェント）

スクーリング



前期 Ⅲ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

12 月 8 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 8 日 金 曜日 １７時まで 6

12 月 9 日 土 曜日 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 西田良憲 単位数 2

登校 オンライン

第１回 〇
・鋭角の三角比（サイン、コサイ
ン、タンジェント）

科目名 数学Ⅰｂ(新） 教科書 新数学Ⅰ

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 ・パワーポイント教材を使い
単元の内容を説明

SC受講態度

内容・評価 ・受講要項を用い、学習の
進め方を説明。
・レポートの配布。
・パワーポイント教材を使い
単元の内容を説明

SC受講態度

第2回 〇 〇
・データの分析

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 第22回　鋭角の三角比の定義

第　回 教科書視聴 視聴時担当の先生に相談

レポート締切 枚数 全 枚

持ち込み 不可

第　回 NHK視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

テスト
テスト範囲（レポート第1,2,4,6回）

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅰ ・ Ⅱ 期 水 曜日

１.スクーリング

10 月 11 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

10 月 11 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 松山　剛士 単位数 2

登校 オンライン

後期

第１回 〇
さまざまな微生物

科目名 科学と人間生活 教科書 科学と人間生活（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 食品と微生物、発酵のし
くみ、医薬品と微生物

SC受講態度及び提出物

第3回 〇 〇
ヒトの生命現象

内容・評価 身のまわりの微生物、生
態系における微生物のは
たらき

SC受講態度及び提出物

第2回 〇
私たちのくらしへの微生物の利
用

内容・評価 金属の性質、プラスチッ
クの性質と分類、再生利
用

SC受講態度及び提出物

内容・評価 免疫のしくみ、遺伝子の
はたらき、視覚とはなに
か、血液濃度の調節

SC受講態度及び提出物

第4回 〇 〇
物質の科学①材料とその再利用



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
11 月 1 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 1 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

11 月 8 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 8 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

第5回 〇
物質の科学②衣料と食品

内容・評価 光の進み方とその基本的
な性質、光のスペクトル、
電磁波の利用

SC受講態度及び提出物

第7回 〇 〇
熱の性質とその利用①「熱とは
何か」

内容・評価 繊維の種類と性質、体に
必要な栄養素

SC受講態度及び提出物

第6回 〇
光の性質とその利用

内容・評価 力学的エネルギーと熱エ
ネルギー、熱エネルギー
から仕事への変換

SC受講態度及び提出物

内容・評価 原子や分子の熱運動、熱
容量と比熱

SC受講態度及び提出物

第8回 〇 〇
熱の性質とその利用②「エネル
ギーの利用と私たちのくらし」



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 14 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 14 日 火 曜日 １７時まで 6

11 月 15 日 水 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第3回 NHK視聴 リサイクル　～地球と資源～

第4回 NHK視聴 遺伝子とは…～iPS 細胞ってなに？～

第１回 NHK視聴 微生物との共生　～ヒトの体と細菌～

第２回 NHK視聴 視覚　～私たちが見ている世界～

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第1～4回 教科書視聴 科目の先生に相談

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 8 回（時間）

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリ ング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅰ ・ Ⅱ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 7 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

10 月 7 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

10 月 28 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

10 月 28 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 松山　剛士 単位数 2

登校 オンライン

後期

第１回 〇
さまざまな微生物

科目名 科学と人間生活 教科書 科学と人間生活（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 食品と微生物、発酵のし
くみ、医薬品と微生物

SC受講態度及び提出物

第3回 〇 〇
ヒトの生命現象

内容・評価 身のまわりの微生物、生
態系における微生物のは
たらき

SC受講態度及び提出物

第2回 〇
私たちのくらしへの微生物の利
用

内容・評価 金属の性質、プラスチッ
クの性質と分類、再生利
用

SC受講態度及び提出物

内容・評価 免疫のしくみ、遺伝子の
はたらき、視覚とはなに
か、血液濃度の調節

SC受講態度及び提出物

第4回 〇 〇
物質の科学①材料とその再利用



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
10 月 28 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

第5回 〇
物質の科学②衣料と食品

内容・評価 光の進み方とその基本的
な性質、光のスペクトル、
電磁波の利用

SC受講態度及び提出物

第7回 〇 〇
熱の性質とその利用①「熱とは
何か」

内容・評価 繊維の種類と性質、体に
必要な栄養素

SC受講態度及び提出物

第6回 〇
光の性質とその利用

内容・評価 力学的エネルギーと熱エ
ネルギー、熱エネルギー
から仕事への変換

SC受講態度及び提出物

内容・評価 原子や分子の熱運動、熱
容量と比熱

SC受講態度及び提出物

第8回 〇 〇
熱の性質とその利用②「エネル
ギーの利用と私たちのくらし」



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 17 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 17 日 金 曜日 １７時まで 6

11 月 18 日 土 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第3回 NHK視聴 リサイクル　～地球と資源～

第4回 NHK視聴 遺伝子とは…～iPS 細胞ってなに？～

第１回 NHK視聴 微生物との共生　～ヒトの体と細菌～

第２回 NHK視聴 視覚　～私たちが見ている世界～

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第1～4回 教科書視聴 科目の先生に相談

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 8 回（時間）

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリ ング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅲ ・ Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

1 時間目

内容：

評価：

11 月 29 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

1 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 松山　剛士 単位数 2

登校 オンライン

後期

第１回 〇
大地とその動き

科目名 地学基礎 教科書 地学基礎（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 火山噴火の多様性、火成
岩

SC受講態度及び提出物

第3回 〇 〇
私たちの空と海

内容・評価 地球の形と大きさ、地球の
構造、地球内部の動きとプ
レート、大地形の形成と地
質構造、変成岩と変成作用

SC受講態度及び提出物

第2回 〇
火山活動と地震

内容・評価 日本の自然環境の特徴、
日本の自然の恵み、気象
災害と防災

SC受講態度及び提出物

内容・評価 地球大気の構造、地球の
熱収支、大気の大循環、
大気と海水の相互作用

SC受講態度及び提出物

第4回 〇 〇
日本の自然の恵みと防災



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
1 月 17 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

1 月 17 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

第5回 〇
私たちの宇宙の誕生

内容・評価 自然環境の変化、人間活
動がもたらす自然環境の
変化、世界の取り組み

SC受講態度及び提出物

第7回 〇 〇
私たちの地球の歴史①「地層と
化石」

内容・評価 宇宙の構造と進化、宇宙
の誕生と宇宙の姿、太陽
系の誕生、構成、特徴

SC受講態度及び提出物

第6回 〇
自然環境の変動

内容・評価 地球史の最初期、先カン
ブリア時代から新生代

SC受講態度及び提出物

内容・評価 地層の形成、地層からわ
かる情報

SC受講態度及び提出物

第8回 〇 〇
私たちの地球の歴史②「古生物
の変遷と地球環境」



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

1 月 30 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 6

1 月 31 日 土 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第3回 NHK視聴 地球の形と大きさ

第4回 NHK視聴 大気の大循環

第１回 NHK視聴 ビッグバンと宇宙の誕生

第２回 NHK視聴 地層の形成

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第1～4回 教科書視聴 科目の先生に相談

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 8 回（時間）

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅲ ・ Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 25 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 日本の自然環境の特徴、
日本の自然の恵み、気象
災害と防災

SC受講態度及び提出物

内容・評価 地球大気の構造、地球の
熱収支、大気の大循環、
大気と海水の相互作用

SC受講態度及び提出物

第4回 〇 〇
日本の自然の恵みと防災

内容・評価 火山噴火の多様性、火成
岩

SC受講態度及び提出物

第3回 〇 〇
私たちの空と海

内容・評価 地球の形と大きさ、地球の
構造、地球内部の動きとプ
レート、大地形の形成と地
質構造、変成岩と変成作用

SC受講態度及び提出物

第2回 〇
火山活動と地震

第１回 〇
大地とその動き

科目名 地学基礎 教科書 地学基礎（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 松山　剛士 単位数 2

登校 オンライン

後期



1 月 20 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

1 月 20 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 地球史の最初期、先カン
ブリア時代から新生代

SC受講態度及び提出物

内容・評価 地層の形成、地層からわ
かる情報

SC受講態度及び提出物

第8回 〇 〇
私たちの地球の歴史②「古生物
の変遷と地球環境」

内容・評価 自然環境の変化、人間活
動がもたらす自然環境の
変化、世界の取り組み

SC受講態度及び提出物

第7回 〇 〇
私たちの地球の歴史①「地層と
化石」

内容・評価 宇宙の構造と進化、宇宙
の誕生と宇宙の姿、太陽
系の誕生、構成、特徴

SC受講態度及び提出物

第6回 〇
自然環境の変動

第5回 〇
私たちの宇宙の誕生



2 月 2 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

2 月 2 日 金 曜日 １７時まで 6

2 月 3 日 土 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト 100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第1～4回 教科書視聴 科目の先生に相談

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 8 回（時間）

第3回 NHK視聴 地球の形と大きさ

第4回 NHK視聴 大気の大循環

第１回 NHK視聴 ビッグバンと宇宙の誕生

第２回 NHK視聴 地層の形成

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル



前期 Ⅰ ・ Ⅱ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 7 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

10 月 7 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

10 月 14 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

10 月 14 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 平野 単位数 2

登校 オンライン

第１回 〇 基本的な技能を身につける

科目名 体育（卓球） 教科書 Active　sports

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 用具についての説明や、
コートの張り方などの説明
を行い、競技場を作る。ラ
ケットの持ち方を学びピン
ポン玉になれる。

SC受講態度

第3回 〇 個人的な技能を高める

内容・評価 受講要項を用い、学習の進
め方を説明講義。
レポートの配布。
準備運動をし、体を軽く動
かす。

SC受講態度

第2回 〇 〃

内容・評価 試験の練習や相手を組
みラリーをする。

SC受講態度

内容・評価 試験の内容を説明し、練
習をする。

SC受講態度

第4回 〇 〃



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
10 月 28 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

10 月 28 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

第5回 〇 相手や状況に応じた技能を高める

内容・評価 ルールを理解するとともに、
相手とはラリーではなく、攻
め方など、点をとれるように
工夫する。
ミニゲームを行う。

SC受講態度

第7回 〇 簡易ゲーム
実技試験

内容・評価 ルールを理解するとともに、
相手とはラリーではなく、攻
め方など、点をとれるように
工夫する。

SC受講態度

第6回 〇 〃

内容・評価 これまでの練習した、打ち方
やゲームでの攻め方などを
利用して、試合を行う。簡単
な実技試験も実施。

SC受講態度及び実技試験

内容・評価 これまでの練習した、打ち方
やゲームでの攻め方などを
利用して、試合を行う。簡単
な実技試験も実施。

SC受講態度及び実技試験

第8回 〇 〃



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 2 日 木 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 2 日 木 曜日 １７時まで

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第3回 NHK視聴 オリンピックとパラリンピックの意義

第4回 NHK視聴 スポーツにおける技術と戦術

第１回 NHK視聴 スポーツの変遷とスポーツ文化

第２回 NHK視聴 スポーツにおける技能と体力

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 10 回（時間）

レポート締切 枚数

第5回 NHK視聴 スポーツの経済効果とスポーツの高潔さ

第6回 NHK視聴 スポーツと環境

全4枚
（R2枚+視聴Ｒ2枚）

追 ・ 再 試 験 本科目は試験はありません。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

テ ス ト 本科目は試験はありませんがスクーリング内の実技テストを必ず受けてください。																				

テスト 無 持ち込み 無

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ・Ⅳ期・水曜日期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 29 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 沖縄の音楽に触れて、実
際に全員で三線を学習
する。日本の音楽に触れ
る。

SC受講態度

日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 音と音の組み合わせを学
習する。コードについて説
明も行う。ハンドベルなど
で組み合わせる。

SC受講態度

第4回 〇
日本の音楽について　三線を学
ぶ。

内容・評価 引き続き、リズムうちの学習を

して、自分のオリジナルなリズ

ムを考える。レポート課題に沿

う形で行う。最後に本日のまと

めをする。

SC受講態度及び提出物

第3回 〇
コードについて　ギターコードや
ピアノコードを学ぶ。

2単位数田村寿美

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇
リズムについて（カプス）・リズム
うちの楽譜を考える。

内容・評価

SC受講態度

教科書を中心に、歌唱や
リズムうちなど実技を行
う。個人のやりたい事を
見つける。

音楽Ⅰ

担当者

教科書 tutti＋

開講期

第１回 〇

内容

歌と発声（歌を歌う）・姿勢など
も学習する。

スクーリング



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
1 月 17 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

1 月 17 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 実際に教室内で模擬演
奏会を行う。周りと合わ
すことも学習する。自分の
役割も把握する。

SC受講態度

内容・評価 今までしたことを踏まえて
歌唱と楽器を復習する。
次のセッションに向けて
練習をする。

SC受講態度

第8回 〇
実際にセッションをする。

内容・評価 音楽室の楽器を使って合
奏する。自分で選んで演
奏する。できたら曲に合
わせて2種類行う。

SC受講態度

第7回 〇
総まとめ　（実技）自分の担当を
決めて演奏する。

内容・評価 何曲かクラシック音楽や
現代音楽を聴いて、現在
の音楽までを知る。感想
文を書く。

SC受講態度及び提出物

第6回 〇
西洋音楽について（現代に至る
まで）　実技も行う。

第5回 〇
西洋音楽について　（音楽鑑賞）



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

1 月 23 日 火 曜日

14 時まで

２.レポート・テスト

1 月 23 日 火 曜日 14 時まで 6

なし

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

スクーリング

本科目は試験はありません。

本科目は試験はありません。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

第2回

第3回

第4回

第　回

放送タイトル

NHK視聴

教科書視聴

4 回（時間）

持ち込み

枚数 全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

身のまわりの音を取り込む

音楽のかたちと社会のかたち

日本のポップスを歌う

暮らしの中にある音や音楽

NHK視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回



後期 Ⅰ ・ Ⅱ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 7 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 7 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

10 月 14 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 14 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

2単位数浦谷

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 Lesson１ 読解
（Fantastic Festival）

内容・評価

SC受講態度・レポート・テスト

比較表現：more, the most

1.比較級：<more…than～>

   「～よりも…」

2.最上級：

   <the most…in(of)～>

   「～の中でいちばん…」

コミュニケーション英語Ⅱb

担当者

教科書 コⅡ 326

開講期

第１回 〇

内容

Lesson１ 文法
（比較表現）

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 whatは「…すること（も
の）」という意味で、名詞
の働きをすることを理解
する。

SC受講態度・レポート・テスト

第4回 〇 〇 Lesson２ 読解①
（Dancing with Freedom）

内容・評価 イタリア，ベニスのカーニバルと

フィリピンのマスカラフェスティバ

ルについて読む。色彩豊かな祭り

の背景を知り、地域の祭りについ

て考えるきっかけとする。

SC受講態度・レポート・テスト

第3回 〇 〇 Lesson２ 文法
（関係代名詞：what）

内容・評価
世界を舞台に活躍するダ
ンサー，振付師の菅原小
春さんについて読む。

SC受講態度・レポート・テスト



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
10 月 28 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 28 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

内容・評価 菅原さんがダンスとどのように向

き合い、自分独自のダンススタイル

を作り上げていったのかを知るこ

とで、個性を表現することの重要

性について考える。

SC受講態度・レポート・テスト

第6回 〇 Lesson３ 文法
（間接疑問文）

第5回 〇 Lesson２ 読解②
（Dancing with Freedom）

内容・評価 日本古来の固有種であ
る二ホンヤマネ（国の天
然記念物）について読
む。

SC受講態度・レポート・テスト

第8回 〇 〇 Lesson３ 読解②
（The Spirit of the Forest）

内容・評価
間接疑問文：
<疑問詞＋主語＋動詞＞
の語順を理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第7回 〇 〇 Lesson３ 読解①
（The Spirit of the Forest）

内容・評価 人類が住み始めるよりはるか
昔から日本に生息していたヤ
マネの生息数の減少から、環
境保全や人と自然の共存を考

える。

SC受講態度・レポート・テスト



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 17 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 17 日 金 曜日 １７時まで 6

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

11月18日（土）５時間目 持ち込み

枚数

無

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

担当の教員に確認すること

Word Box1 Feelings and Emotions

Lesson3 The Spirit of the Forest

Lesson2 Dancing with Freedom

Lesson1 Fantastic Festival

NHK視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回

第２回

第3回

第4回

第1～4回

放送タイトル

NHK視聴

教科書視聴

8 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

ス ク ーリ ング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅰ ・ Ⅱ 期 水 曜日

１.スクーリング

10 月 11 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 11 日 水 曜日

4 時間目

評価：

10 月 18 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

2単位数浦谷

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 Lesson4 文法
（不定詞②）

内容・評価

SC受講態度・レポート・テスト

to 不定詞：
<to+動詞の原形＞
１．名詞的用法

英語コミュニケーションⅠb

担当者

教科書 東京書籍 CⅠ ７０１

開講期

第１回 〇

内容

Lesson4 文法
（不定詞①）

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 「天空の鏡」と呼ばれる南
米ボリビアのウユニ塩原に
ついて読む。地球の反対側
にある国への興味を喚起す
る。

SC受講態度・レポート・テスト

第4回 〇 〇 Lesson5 文法
（動名詞①）

内容・評価 to 不定詞：
<to+動詞の原形＞
２．副詞的用法
3．形容詞的用法

SC受講態度・レポート・テスト

第3回 〇 〇 Lesson４ 読解
（A Miracle Mirror）

内容・評価
動名詞：「…すること」
<動詞の-ing形>
・目的語などになる

SC受講態度・レポート・テスト



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
11 月 1 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

11 月 1 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

11 月 8 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

11 月 8 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

内容・評価
動名詞：「…すること」
<動詞の-ing形>
・前置詞の後にくる

SC受講態度・レポート・テスト

第6回 〇 Lesson５ 読解
（Learning from the Sea ）

第5回 〇 Lesson５ 文法
（動名詞②）

内容・評価 受け身：「…される」
＜be動詞＋過去分詞＞
・by … を使う場合
・by … 以外を使う場合

SC受講態度・レポート・テスト

第8回 〇 〇 Lesson6 読解
（A Funny Picture from the Edo Period ）

内容・評価 愛媛県立長浜高等学校の水族館

部での活動を通して、部員たちが

学んだことや将来に向けての目標

を読み、自己の将来の目標を考え

る。

SC受講態度・レポート・テスト

第7回 〇 〇 Lesson6 文法
（受け身）

内容・評価 江戸時代後期に活躍した浮世絵

師・歌川国芳について知る。浮世

絵は昔のものだというイメージを

覆し、浮世絵の魅力を感じさせる

きっかけとする。

SC受講態度・レポート・テスト



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 14 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 14 日 火 曜日 １７時まで 6

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

11月１５日（水）3時間目 持ち込み

枚数

無

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

担当の教員に確認すること

２１．写真や絵を説明しよう

１７．楽しんでいることを伝えよう

１３．目的を伝えよう

１１．やりたいことを伝えよう

NHK視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回

第２回

第3回

第4回

第1～4回

放送タイトル

NHK視聴

教科書視聴

8 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

ス ク ーリ ング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅰ ・ Ⅱ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 7 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 7 日 土 曜日

4 時間目

評価：

10 月 14 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 14 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

2単位数浦谷

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 Lesson4 文法
（不定詞②）

内容・評価

SC受講態度・レポート・テスト

to 不定詞：
<to+動詞の原形＞
１．名詞的用法

英語コミュニケーションⅠb

担当者

教科書 東京書籍 CⅠ ７０１

開講期

第１回 〇

内容

Lesson4 文法
（不定詞①）

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価
「天空の鏡」と呼ばれる南米ボ
リビアのウユニ塩原について
読む。地球の反対側にある国
への興味を喚起する。

SC受講態度・レポート・テスト

第4回 〇 〇 Lesson5 文法
（動名詞①）

内容・評価 to 不定詞：
<to+動詞の原形＞
２．副詞的用法
3．形容詞的用法

SC受講態度・レポート・テスト

第3回 〇 〇 Lesson４ 読解
（A Miracle Mirror）

内容・評価
動名詞：「…すること」
<動詞の-ing形>
・目的語などになる

SC受講態度・レポート・テスト



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
10 月 28 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

10 月 28 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

内容・評価
動名詞：「…すること」
<動詞の-ing形>
・前置詞の後にくる

SC受講態度・レポート・テスト

第6回 〇 Lesson５ 読解
（Learning from the Sea ）

第5回 〇 Lesson５ 文法
（動名詞②）

内容・評価 受け身：「…される」
＜be動詞＋過去分詞＞
・by … を使う場合
・by … 以外を使う場合

SC受講態度・レポート・テスト

第8回 〇 〇 Lesson6 読解
（A Funny Picture from the Edo Period ）

内容・評価 愛媛県立長浜高等学校の水族館

部での活動を通して、部員たちが

学んだことや将来に向けての目標

を読み、自己の将来の目標を考え

る。

SC受講態度・レポート・テスト

第7回 〇 〇 Lesson6 文法
（受け身）

内容・評価 江戸時代後期に活躍した浮世絵

師・歌川国芳について知る。浮世

絵は昔のものだというイメージを

覆し、浮世絵の魅力を感じさせる

きっかけとする。

SC受講態度・レポート・テスト



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 17 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 17 日 金 曜日 １７時まで 6

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

11月18日（土）3時間目 持ち込み

枚数

無

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

担当の教員に確認すること

２１．写真や絵を説明しよう

１７．楽しんでいることを伝えよう

１３．目的を伝えよう

１１．やりたいことを伝えよう

NHK視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回

第２回

第3回

第4回

第1～4回

放送タイトル

NHK視聴

教科書視聴

8 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

ス ク ーリ ング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ ・ Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

1 時間目

評価：

11 月 29 日 水 曜日

2 時間目

評価：

12 月 6 日 水 曜日

1 時間目

評価：

2単位数浦谷

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 １７．未来形
１９．動名詞

内容・評価

SC受講態度・レポート・テスト

過去進行形の肯定文・否
定文・疑問文を理解す
る。

ベーシック英語b

担当者

教科書 東京書籍 ラスパ

開講期

第１回 〇

内容

１６．過去進行形

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価
不定詞の名詞的用法，形
容詞的用法，副詞的用法
について理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

内容・評価 未来形 will, be going
to…を理解する。
動名詞（動詞のing形）
「～すること」を理解す
る。

SC受講態度・レポート・テスト

第3回 〇 〇 ２０．不定詞①
２１．不定詞②



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
12 月 6 日 水 曜日

2 時間目

評価：

1 月 17 日 水 曜日

1 時間目

評価：

1 月 17 日 水 曜日

2 時間目

評価：

1 月 24 日 水 曜日

1 時間目

評価：

1 月 24 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

第4回 〇 〇 ２３．接続詞

内容・評価
There is（are)～　「…
があります（います）」の
表現を理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第6回 〇 ２６．比較①
２７．比較②

内容・評価
接続詞(if, when,
because)について理解
する。

SC受講態度・レポート・テスト

第5回 〇 ２４．There is（are)～

内容・評価

受け身の肯定文・否定
文・疑問文を理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第8回 〇 〇 ３２．関係代名詞

内容・評価 ・比較級「～よりも…」
  …er than ～
・more …　than ～
  について理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第7回 〇 〇 ２９．受け身①
３０．受け身②

内容・評価
関係代名詞(who,
which, that)の使い分
けについて理解する。

SC受講態度・レポート・テスト



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

1 月 30 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 6

1 月 31 日 水 曜日 2時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

持ち込み

枚数

無

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

科目の先生に相談

２８．「いちばん！」って伝えたい

２７．比べてみよう

１９．行動を詳しく伝えたい

１８．未来を語ろう！

NHK視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回

第２回

第3回

第4回

第1～4回

放送タイトル

NHK視聴

教科書視聴

8 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

ス ク ーリ ング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ ・ Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

5 時間目

評価：

11 月 25 日 土 曜日

6 時間目

評価：

12 月 2 日 土 曜日

5 時間目

評価：

2単位数浦谷

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 １７．未来形
１９．動名詞

内容・評価

SC受講態度・レポート・テスト

過去進行形の肯定文・否
定文・疑問文を理解す
る。

ベーシック英語b

担当者

教科書 東京書籍 ラスパ

開講期

第１回 〇

内容

１６．過去進行形

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価
不定詞の名詞的用法，形
容詞的用法，副詞的用法
について理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

内容・評価 未来形 will, be going
to…を理解する。
動名詞（動詞のing形）
「～すること」を理解す
る。

SC受講態度・レポート・テスト

第3回 〇 〇 ２０．不定詞①
２１．不定詞②



12 月 2 日 土 曜日

6 時間目

評価：

1 月 20 日 土 曜日

5 時間目

評価：

1 月 20 日 土 曜日

6 時間目

評価：

1 月 27 日 土 曜日

5 時間目

評価：

1 月 27 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

第4回 〇 〇 ２３．接続詞

内容・評価
There is（are)～　「…
があります（います）」の
表現を理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第6回 〇 ２６．比較①
２７．比較②

内容・評価
接続詞(if, when,
because)について理解
する。

SC受講態度・レポート・テスト

第5回 〇 ２４．There is（are)～

内容・評価

受け身の肯定文・否定
文・疑問文を理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第8回 〇 〇 ３２．関係代名詞

内容・評価 ・比較級「～よりも…」
  …er than ～
・more …　than ～
  について理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第7回 〇 〇 ２９．受け身①
３０．受け身②

内容・評価
関係代名詞(who,
which, that)の使い分
けについて理解する。

SC受講態度・レポート・テスト



2 月 2 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

2 月 2 日 金 曜日 １７時まで 6

2 月 3 日 土 曜日 ５時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

持ち込み

枚数

無

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

科目の先生に相談

２８．「いちばん！」って伝えたい

２７．比べてみよう

１９．行動を詳しく伝えたい

１８．未来を語ろう!

NHK視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回

第２回

第3回

第4回

第1～4回

放送タイトル

NHK視聴

教科書視聴

8 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

ス ク ーリ ング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ ・ Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 29 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価

日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価
be動詞・一般動詞の肯
定文・否定文・疑問文を
理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第4回 〇 〇 Lesson6 文法
（動詞の目的語になるif節）

内容・評価

第3回 〇 〇 Lesson5 読解②
(Special Makeup in Kabuki)

2単位数浦谷

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 Lesson5 読解①
(Special Makeup in Kabuki)

内容・評価

SC受講態度・レポート・テスト

be動詞・一般動詞の肯
定文・否定文・疑問文を
理解する。

英語コミュニケーションⅡb

担当者

教科書 東京書籍 CⅡ ７０１

開講期

第１回 〇

内容

Lesson4 文法
（to不定詞を含む表現）

スクーリング



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
1 月 17 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

1 月 17 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 岩手県の三陸海岸沿いを走る三

陸鉄道で運転士をしている宇都宮

聖花さんについて読む。宇都宮さ

んの地元への思いに触れ、将来働

くことについて考えるきっかけとす

る。

SC受講態度・レポート・テスト

内容・評価
be動詞・一般動詞の肯
定文・否定文・疑問文を
理解する。

SC受講態度・レポート・テスト

第8回 〇 〇 Lesson４ 読解
(Little Hero)

内容・評価 オーストラリアに生息するクオッカ

の生態と、クオッカが生息する場所

として多くの観光客を集めている

ロットネスト島について学ぶことを

通して、動物との共存を考える。

SC受講態度・レポート・テスト

第7回 〇 〇 Lesson４ 文法
（間接疑問文）

内容・評価

第6回 〇 Lesson6 読解②
(Seeds for Future Generations)

第5回 〇 Lesson6 読解①
(Seeds for Future Generations)



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

1 月 30 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 6

1 月 31 日 水 曜日 5時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

ス ク ーリ ング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

100点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は再試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

第２回

第3回

第4回

第1～4回

放送タイトル

NHK視聴

教科書視聴

8 回（時間）

持ち込み

枚数

無

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

担当の教員に確認すること

20～23  Lesson6

16～１9  Lesson5

15  Extra Target ①

12～１４  Lesson4

NHK視聴

NHK視聴

NHK視聴

第１回



後期 Ⅲ・Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

11 月 29 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

4単位数塚本陽子

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇
ジェル塗布など

内容・評価

SC受講態度及び提出物

実習の注意点など説明・
レポート配布・キューティ
クルクリーンの説明・甘
皮処理の方法を学ぶ

トータルビューティｂ

担当者

教科書 JNAテクニカルシステムジェルネイル

開講期

第１回 〇

内容

キューティクルクリーンについて

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 ジェルアートの説明

SC受講態度及び提出物

第4回 〇
ジェルアートの実習

内容・評価 ジェル塗布の手順の説
明・きれいに塗るコツを
学ぶ

SC受講態度及び提出物

第3回 〇
ジェルアートについて

内容・評価 グラデーション・フレンチ
等のジェルアートの基本
技術を学ぶ

SC受講態度及び提出物



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
1 月 17 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

1 月 17 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

内容・評価 バブルネイル等の説明、
実習

SC受講態度及び提出物

第6回 〇
ジェルアートの実習

第5回 〇
ジェルアートの実習

内容・評価 ネイルチップに各々オリ
ジナルの作品をつくる

SC受講態度及び提出物

第8回 〇
作品作り

内容・評価 多様な手法のジェルアー
トを知る

SC受講態度及び提出物

第7回 〇
作品作り

内容・評価 ネイルチップに各々オリ
ジナルの作品をつくる

SC受講態度及び提出物



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

月 日 曜日

時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 4

1 月 31 日 水 曜日 3 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

持ち込み

枚数

なし

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

第１回

第　回

第　回

第　回

第　回

放送タイトル

4 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

スクーリング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

１００点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は追認定試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ・Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

11 月 25 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

4単位数塚本陽子

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇
ジェル塗布など

内容・評価

SC受講態度及び提出物

実習の注意点・レポート
配布・キューティクルク
リーンについての説明

トータルビューティｂ

担当者

教科書 JNAテクニカルシステムジェルネイル

開講期

第１回 〇

内容

キューティクルクリーンの説明

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 ジェルアートの説明

SC受講態度及び提出物

第4回 〇
ジェルアートを学ぶ

内容・評価 ジェル塗布などの手順の
説明・きれいに塗るコツ
を学ぶ

SC受講態度及び提出物

第3回 〇
ジェルアートについて

内容・評価 グラデーション・フレンチ
等のジェルアートの基本
技術の実習

SC受講態度及び提出物



令和５年度　後期　教育計画・シラバス
1 月 20 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

1 月 20 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

内容・評価 バブルネイル等の説明

SC受講態度及び提出物

第6回 〇
ジェルアートを学ぶ

第5回 〇
ジェルアートを学ぶ

内容・評価 ネイルチップに各々オリジ
ナルの作品をつくる

SC受講態度及び提出物

第8回 〇
作品作り

内容・評価 多様な手法のアートを知
る

SC受講態度及び提出物

第7回 〇
作品作り

内容・評価 ネイルチップに各々オリジ
ナルの作品をつくる

SC受講態度及び提出物



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

月 日 曜日

時まで

２.レポート・テスト

2 月 2 日 金 曜日 １７時まで 4

2 月 3 日 土 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

持ち込み

枚数

なし

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

第１回

第　回

第　回

第　回

第　回

放送タイトル

4 回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

スクーリング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

１００点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は追認定試験となります。。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 29 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 青年期の食の重要性と自分の食

生活の問題点を見つめる・日本の

食料問題について知り、自分たち

ができる食品ロス削減について考

察、記述（教科書ｐ８６～１３１）

SC受講態度及び提出物

日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 授業プリント「乳幼児期の愛着形

成の重要性」「世界の児童の現

状」について説明、考察、記述（教

科書ｐ３８～６１）

SC受講態度及び提出物

第4回 〇 〇
・５大栄養素・日本の食料自給
率・食品ロス

内容・評価 ・授業プリント「婚姻制度」「親権」

「民法改正」等について説明、考

察、記述（教科書ｐ２６～３５）

SC受講態度及び提出物

第3回 〇 〇
　　・子どもの発達・児童労働

4単位数塚本陽子

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇
・日本の家族と家庭の法律

内容・評価

SC受講態度及び提出物

・レポート配布と注意点説明・授業

プリント「成年年齢改正」「各種資

格取得年齢「少年法」「裁判員裁

判」「悪質商法」について説明、考

察、記述（教科書ｐ１７・ｐ１８５・ｐ

１９０）

家庭基礎

担当者

教科書 東京書籍

開講期

第１回 〇

内容

・青年期の自立・青年期における
自由と責任

スクーリング



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

12 月 12 日 火 曜日

5 時まで

２.レポート・テスト

12 月 12 日 火 曜日 １７時まで 4

12 月 13 日 水 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

スクーリング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

１００点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は追認定試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

第２回

第　回

第　回

第　回

放送タイトル

視聴

4 回（時間）

持ち込み

枚数

なし

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

NHK２学期食生活２９持続可能な食生活

NHK１学期子ども子どもを育てるのは誰

視聴

第１回



後期 Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

11 月 25 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

内容・評価 青年期の食の重要性と自分の食

生活の問題点を見つめる・日本の

食料問題について知り、自分たち

ができる食品ロス削減について考

察、記述（教科書ｐ８６～１３１）

SC受講態度及び提出物

日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 授業プリント「乳幼児期の愛着形

成の重要性」「世界の児童の現

状」について説明、考察、記述（教

科書ｐ３８～６１）

SC受講態度及び提出物

第4回 〇 〇
・５大栄養素・日本の食料自給
率・食品ロス

内容・評価 ・授業プリント「婚姻制度」「親権」

「民法改正」等について説明、考

察、記述（教科書ｐ２６～３５）

SC受講態度及び提出物

第3回 〇 〇
　　・子どもの発達・児童労働

4単位数塚本陽子

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇
・日本の家族と家庭の法律

内容・評価

SC受講態度及び提出物

・レポート配布と注意点説明・授業

プリント「成年年齢改正」「各種資

格取得年齢「少年法」「裁判員裁

判」「悪質商法」について説明、考

察、記述（教科書ｐ１７・ｐ１８５・ｐ

１９０）

家庭基礎

担当者

教科書 東京書籍

開講期

第１回 〇

内容

・青年期の自立・青年期における
自由と責任

スクーリング



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

12 月 8 日 金 曜日

5 時まで

２.レポート・テスト

12 月 8 日 金 曜日 １７時まで 4

12 月 9 日 土 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

スクーリング

担当者より「試験の通知」を郵送します。

１００点満点中３５点以上が合格です。３４点以下の場合は追認定試験となります。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

第２回

第　回

第　回

第　回

放送タイトル

視聴

4 回（時間）

持ち込み

枚数

なし

全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

NHK２学期食生活２９持続可能な食生活

NHK１学期子ども子どもを育てるのは誰

視聴

第１回



Ⅰ 期 水 曜日

１.スクーリング

10 月 11 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

10 月 11 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

10 月 18 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 レポート課題である文書作
成を行う。

レポート、テスト

内容・評価 レポート課題である文書作
成を行う。

レポート、テスト

第4回 〇
文書作成Ⅳ

内容・評価 レポート課題である文書作
成を行う。

レポート、テスト

第3回 〇
文書作成Ⅲ

内容・評価 受講要項の配布。レポート課題
である文書作成。文字の入力
を行う。

レポート、テスト

第2回 〇
文書作成Ⅱ

第１回 〇
文字の入力
文書作成Ⅰ

科目名 ワープロ検定演習 教科書

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

10 月 24 日 火 曜日

時まで

２.レポート・テスト

10 月 24 日 火 曜日 １７時まで 6

10 月 25 日 水 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル



Ⅰ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 7 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

10 月 7 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

10 月 14 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

10 月 14 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

内容・評価 レポート課題である文書作
成を行う。

レポート、テスト

内容・評価 レポート課題である文書作
成を行う。

レポート、テスト

第4回 〇
文書作成Ⅳ

内容・評価 レポート課題である文書作
成を行う。

レポート、テスト

第3回 〇
文書作成Ⅲ

内容・評価 受講要項の配布。レポート課題
である文書作成。文字の入力
を行う。

レポート、テスト

第2回 〇
文書作成Ⅱ

第１回 〇
文字の入力
文書作成Ⅰ

科目名 ワープロ検定演習 教科書

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

10 月 20 日 金 曜日

時まで

２.レポート・テスト

10 月 20 日 金 曜日 １７時まで 6

10 月 21 日 土 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル



前期 Ⅲ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 29 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 テキスト使いながら、板書内
容をパワーポイントでスク
リーンに映しながら授業を
行う。

レポート、テスト

内容・評価 テキスト使いながら、板書内
容をパワーポイントでスク
リーンに映しながら授業を
行う。

レポート、テスト

第4回 〇 〇
情報通信ネットワークについて

内容・評価 テキスト使いながら、表計
算・グラフ作成について授
業を行う。

レポート、テスト

第3回 〇 〇
コンピュータとは何か

内容・評価 受講要項、の配布。テキスト
使いながら、文書作成につ
いて授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇
情報モラル

第１回 〇
授業の進め方について。情報とメディア
の特性

科目名 情報Ⅰ 教科書 情報Ⅰ（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

12 月 12 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 12 日 火 曜日 １７時まで 4

12 月 13 日 水 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 ネット社会を楽しく過ごそう。

第　回 NHK視聴 ネット社会にも権利がある。

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル



前期 Ⅲ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

11 月 25 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

第１回 〇
授業の進め方について。情報とメディア
の特性

科目名 情報Ⅰ 教科書 情報Ⅰ（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 テキスト使いながら、表計
算・グラフ作成について授
業を行う。

レポート、テスト

第3回 〇 〇
コンピュータとは何か

内容・評価 受講要項、の配布。テキスト
使いながら、文書作成につ
いて授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇
情報モラル

内容・評価 テキスト使いながら、板書内
容をパワーポイントでスク
リーンに映しながら授業を
行う。

レポート、テスト

内容・評価 テキスト使いながら、板書内
容をパワーポイントでスク
リーンに映しながら授業を
行う。

レポート、テスト

第4回 〇 〇
情報通信ネットワークについて



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

12 月 8 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 8 日 金 曜日 １７時まで 4

12 月 9 日 土 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴 ネット社会を楽しく過ごそう。

第　回 NHK視聴 ネット社会にも権利がある。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



前期 Ⅲ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

1 時間目

内容：

評価：

11 月 29 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

1 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

2 時間目

内容：

評価：

内容・評価 情報処理検定表計算問題４
級の演習。基礎的な計算式
の入力。グラフ作成。

レポート、テスト

内容・評価 情報処理検定表計算問題４
級の演習。基礎的な計算式
の入力。グラフ作成。

レポート、テスト

第4回 〇
情報処理検定表計算問題４級

内容・評価 情報処理検定表計算問題４
級の演習。基礎的な計算式
の入力。

レポート、テスト

第3回 〇
情報処理検定表計算問題４級

内容・評価 受講要項の配布。
情報処理検定表計算問題４
級の演習。基礎的な計算式
の入力。

レポート、テスト

第2回 〇
情報処理検定表計算問題４級

第１回 〇
授業の進め方について。表計算ソフトに
ついて。情報処理検定表計算問題４級。

科目名 表計算検定演習 教科書 オリジナルテキスト

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

12 月 12 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 12 日 火 曜日 １７時まで 6

12 月 13 日 水 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

ス ク ーリ ング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

第　回

第　回

第 回

第　回

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル



前期 Ⅲ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 25 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

第１回 〇
授業の進め方について。表計算ソフトに
ついて。情報処理検定表計算問題４級。

科目名 表計算検定演習 教科書 オリジナルテキスト

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 情報処理検定表計算問題４
級の演習。基礎的な計算式
の入力。グラフ作成。

レポート、テスト

第3回 〇
情報処理検定表計算問題４級

内容・評価 受講要項の配布。
情報処理検定表計算問題４
級の演習。基礎的な計算式
の入力。グラフ作成。

レポート、テスト

第2回 〇
情報処理検定表計算問題４級

内容・評価 情報処理検定表計算問題４
級の演習。基礎的な計算式
の入力。グラフ作成。

レポート、テスト

内容・評価 情報処理検定表計算問題４
級の演習。基礎的な計算式
の入力。グラフ作成。

レポート、テスト

第4回 〇
情報処理検定表計算問題４級



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

12 月 8 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

12 月 8 日 金 曜日 １７時まで 6

12 月 9 日 土 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回

第　回

第 回

第　回

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

ス ク ーリ ング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅱ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 1 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 1 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

11 月 8 日 水 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 8 日 水 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 ビジネスマナーの教科書を
使いながら、板書内容をパ
ワーポイントでスクリーンに
映しながら授業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 ビジネスマナーの教科書を
使いながら、板書内容をパ
ワーポイントでスクリーンに
映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第4回 〇 〇
マナーの技能についてⅡ

内容・評価 ビジネスマナーの教科書を
使いながら、板書内容をパ
ワーポイントでスクリーンに
映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第3回 〇 〇
マナーの技能についてⅠ

内容・評価 受講要項の配布。ビジネスマ
ナーの教科書を使いながら、
板書内容をパワーポイントでス
クリーンに映しながら授業を行
う。

レポート、テスト

第2回 〇
ビジネスの知識について

第１回 〇
学習の進め方について
マナーの態度

科目名 ビジネスマナー 教科書 ここからはじめるビジネスマナー（英光社）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 14 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 14 日 火 曜日 １７時まで 6

11 月 15 日 水 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル



Ⅱ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 28 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

10 月 28 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

1 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

2 時間目

内容：

評価：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期

第１回 〇
学習の進め方について
マナーの態度

科目名 ビジネスマナー 教科書 ここからはじめるビジネスマナー（英光社）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 ビジネスマナーの教科書を
使いながら、板書内容をパ
ワーポイントでスクリーンに
映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第3回 〇 〇
マナーの技能についてⅠ

内容・評価 受講要項の配布。ビジネスマ
ナーの教科書を使いながら、
板書内容をパワーポイントでス
クリーンに映しながら授業を行
う。

レポート、テスト

第2回 〇
ビジネスの知識について

内容・評価 ビジネスマナーの教科書を
使いながら、板書内容をパ
ワーポイントでスクリーンに
映しながら授業を行う。

レポート、テスト

内容・評価 ビジネスマナーの教科書を
使いながら、板書内容をパ
ワーポイントでスクリーンに
映しながら授業を行う。

レポート、テスト

第4回 〇 〇
マナーの技能についてⅡ



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 17 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 17 日 金 曜日 １７時まで 6

11 月 18 日 土 曜日 2 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。



Ⅱ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 28 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

10 月 28 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

5 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

6 時間目

内容：

評価：

内容・評価 テキスト使いながら、板書内
容をパワーポイントでスク
リーンに映しながら授業を
行う。

レポート、テスト

内容・評価 テキスト使いながら、板書内
容をパワーポイントでスク
リーンに映しながら授業を
行う。

レポート、テスト

第4回 〇 〇
情報通信ネットワークについて

内容・評価 テキスト使いながら、表計
算・グラフ作成について授
業を行う。

レポート、テスト

第3回 〇 〇
ハードウェアとソフトウェアについて

内容・評価 受講要項、の配布。テキスト
使いながら、文書作成につ
いて授業を行う。

レポート、テスト

第2回 〇
表の作成・グラフの作成

第１回 〇
授業の進め方について。文書の作成に
ついて

科目名 情報処理 教科書 情報処理（東京書籍）

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 大牧宏一 単位数 2

登校 オンライン

後期



令和５年度　後期　教育計画・シラバス

11 月 17 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 17 日 金 曜日 １７時まで 6

11 月 18 日 土 曜日 5 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト １００点満点中、３５点以上が合格です。３４点以下がの場合は追認定試験です。

追 ・ 再 試 験 担当者より「試験の通知」を郵送します。

スクーリング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

レポート締切 枚数 全 枚

テスト 持ち込み 無

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 4 回（時間）

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第１回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル



後期 Ⅲ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 29 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

12 月 6 日 水 曜日

4 時間目

内容：

評価：

月 日 曜日

時まで

２.レポート・テスト

12 月 5 日 火 曜日 １７時まで 4

月 日 曜日 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

2単位数塚本陽子

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 〇
・「多様性」を考える　　　　　　・
「自己肯定感」について

内容・評価

SC受講態度及び提出物

・レポートの書き方の注意点・レ

ポートの概略説明・レポートの配

布・授業プリントより「道徳心」と

「価値観」について考え、記述・

「自分にとって大切なもの、こと、

人など」について記述

徳育Ⅳ

担当者

教科書 オリジナルテキスト

開講期

第１回 〇

内容

・レポートの書き方について　・
「道徳とは」「価値観」を考える

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 ・授業プリント「色の不思議から学

ぶ共生社会」より多様性について

考え、記述・授業プリント「自分は

ダメな人間～日本の高校生」より

自己肯定感について考え、記述

SC受講態度及び提出物

持ち込み

枚数 全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

第１回

第　回

第　回

第　回

第　回

放送タイトル

回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

スクーリング

本科目は試験はありません。

本科目は試験はありません。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



後期 Ⅲ 期 土 曜日

１.スクーリング

11 月 25 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

12 月 2 日 土 曜日

3 時間目

内容：

評価：

月 日 曜日

時まで

２.レポート・テスト

12 月 1 日 金 曜日 １７時まで 4

月 日 曜日 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

2単位数塚本陽子

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

第2回 〇 〇
・「多様性」を考える　　　　　　・
「自己肯定感」について

内容・評価

SC受講態度及び提出物

・レポートの書き方の注意点・レ

ポートの概略説明・レポートの配

布・授業プリントより「道徳心」と

「価値観」について考え、記述・

「自分にとって大切なもの、こと、

人など」について記述

徳育Ⅳ

担当者

教科書 オリジナルテキスト

開講期

第１回 〇

内容

・レポートの書き方について　・
「道徳とは」「価値観」を考える

スクーリング 日付(曜日)時間
オンライン登校

方法

科目名

内容・評価 ・授業プリント「色の不思議から学

ぶ共生社会」より多様性について

考え、記述・授業プリント「自分は

ダメな人間～日本の高校生」より

自己肯定感について考え、記述

SC受講態度及び提出物

持ち込み

枚数 全 枚

テスト

レポート締切

視聴レポート

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数

提出締切 方法

第１回

第　回

第　回

第　回

第　回

放送タイトル

回（時間）

追 ・ 再 試 験

テ ス ト

レ ポ ー ト

視聴レポート

スクーリング

本科目は試験はありません。

本科目は試験はありません。

３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

不十分な場合は、不合格または再提出となります。

開始より１５分以降の入室は、欠席となります。



前期 Ⅱ 期 水 曜日

１.スクーリング

11 月 1 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

11 月 8 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

11 月 14 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 14 日 火 曜日 １７時まで 6

月 日 曜日 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 永田 淳義 単位数 2

登校 オンライン

第１回 〇
総合的な探究の時間の学習の進
め方について

科目名 総合的な探究の時間 教科書 オリジナルテキスト

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 出来る限り、PCが使用できる

よう配置し、必要な画像などを

個別に印刷し、レポートに添付

できるよう配慮しながら進め

る。

SC受講態度及び提出物

内容・評価 オリジナルテキスト・受講
要項を用い、学習の進め
方を説明講義。
レポートの配布。

SC受講態度

第2回 〇
各テーマに沿って、調査研究。レ
ポートのまとめ方について。

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

第　回 NHK視聴

第　回 教科書視聴

総合的な探究の時間
６テーマの中から
１テーマを選択

タイトル1回分をすべて視聴

第１回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

テ ス ト 本科目は試験はありません。

追 ・ 再 試 験 本科目は試験はありません。

テスト 持ち込み

スクーリ ング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。



前期 Ⅱ 期 土 曜日

１.スクーリング

10 月 28 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

11 月 4 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

11 月 17 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

11 月 17 日 金 曜日 １７時まで 6

月 日 曜日 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

令和5年度　　後期　　受　講　要　項

開講期 担当者 永田 淳義 単位数 2

登校 オンライン

第１回 〇
総合的な探究の時間の学習の進
め方について

科目名 総合的な探究の時間 教科書 オリジナルテキスト

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

内容・評価 出来る限り、PCが使用できる

よう配置し、必要な画像などを

個別に印刷し、レポートに添付

できるよう配慮しながら進め

る。

SC受講態度及び提出物

内容・評価 オリジナルテキスト・受講
要項を用い、学習の進め
方を説明講義。
レポートの配布。

SC受講態度

第2回 〇
各テーマに沿って、調査研究。レ
ポートのまとめ方について。

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

第１回 NHK視聴 総合的な探究の時間
６テーマの中から
１テーマを選択

タイトル1回分をすべて視聴

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第　回 教科書視聴

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

テ ス ト 本科目は試験はありません。

追 ・ 再 試 験 本科目は試験はありません。

テスト 持ち込み

スクーリ ング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。



前期 Ⅳ 期 水 曜日

１.スクーリング

1 月 17 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

1 月 24 日 水 曜日

3 時間目

内容：

評価：

1 月 30 日 火 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

1 月 30 日 火 曜日 １７時まで 6

月 日 曜日 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト 本科目は試験はありません。

追 ・ 再 試 験 本科目は試験はありません。

テスト 持ち込み

スクーリ ング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

第１回 NHK視聴 総合的な探究の時間
６テーマの中から
１テーマを選択

タイトル1回分をすべて視聴

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第　回 教科書視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

内容・評価 出来る限り、PCが使用できる

よう配置し、必要な画像などを

個別に印刷し、レポートに添付

できるよう配慮しながら進め

る。

SC受講態度及び提出物

内容・評価 オリジナルテキスト・受講
要項を用い、学習の進め
方を説明講義。
レポートの配布。

SC受講態度

第2回 〇
各テーマに沿って、調査研究。レ
ポートのまとめ方について。

第１回 〇
総合的な探究の時間の学習の進
め方について

科目名 総合的な探究の時間 教科書 オリジナルテキスト

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和５年度　後期　教育計画・シラバス

開講期 担当者 永田 淳義 単位数 2

登校 オンライン



前期 Ⅳ 期 土 曜日

１.スクーリング

1 月 20 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

1 月 27 日 土 曜日

4 時間目

内容：

評価：

2 月 2 日 金 曜日

17 時まで

２.レポート・テスト

2 月 2 日 金 曜日 １７時まで 6

月 日 曜日 時間目

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

※ ：

テ ス ト 本科目は試験はありません。

追 ・ 再 試 験 本科目は試験はありません。

テスト 持ち込み

スクーリ ング 開始より１５分以降の入室は、欠席となります。

視聴レポート 不十分な場合は、不合格または再提出となります。

必要回数・時間数（スクーリングと視聴レポートの計）
※必ず必要数の半分は登校してスクーリング受講が必要

必要数 2 回（時間）

レポート締切 枚数 全 枚

レ ポ ー ト ３９点以下の場合は、不合格または再提出となります。

第１回 NHK視聴 総合的な探究の時間
６テーマの中から
１テーマを選択

タイトル1回分をすべて視聴

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第　回 NHK視聴

第　回 教科書視聴

視聴レポート 提出締切 方法 放送タイトル

内容・評価 出来る限り、PCが使用できる

よう配置し、必要な画像などを

個別に印刷し、レポートに添付

できるよう配慮しながら進め

る。

SC受講態度及び提出物

内容・評価 オリジナルテキスト・受講
要項を用い、学習の進め
方を説明講義。
レポートの配布。

SC受講態度

第2回 〇
各テーマに沿って、調査研究。レ
ポートのまとめ方について。

第１回 〇
総合的な探究の時間の学習の進
め方について

科目名 総合的な探究の時間 教科書 オリジナルテキスト

スクーリング 日付(曜日)時間
方法

内容

令和5年度　　後期　　受　講　要　項

開講期 担当者 永田 淳義 単位数 2

登校 オンライン


